
「原発」都民投票の会 2016 年度活動方針（案） 
(2016 年 10 月～2017 年 09 月) 

                          2016 年 10 月 29 日 
 

 当会は３１１東日本大震災の際に発生した東京電力福島第一原発事故の過酷な原発被害

を前に、特定の主義主張にとらわれない有志により、2011 年 12 月より行った原発都民投

票直接請求署名活動を原点とします。 
 この署名活動は必要法定署名数を大幅に上回る署名を集め、都議会に対し条例制定の直

接請求に成功しました。同様の運動は大阪市、静岡県、新潟県、埼玉県及び愛媛県八幡浜

市でも行われましたが、未だ条例案可決に至った例は東京も含めてありません。 
 当会は原発問題が私たちの基本的人権を脅かすものであると考えると同時に、そこでの

国民主権のあり方を考えてきました。 
 そして原発問題を端緒に都政、国政に横たわる数々の問題に目を向け、勉強会を始め、

社会に問題提起をしてきました。 
 今期は当会の理念をさらに社会に訴えかけ、原発問題の風化を防ぐことはもちろん、多

くの社会問題に取り組んでいきます。 
 
理念: 「原発」都民投票活動の理念「民主主義の発展・原発をやめられない社会をやめる」

を継承し、その達成に向けて活動する。 
 
①【原発問題に引き続き取り組んでいきます】 
 当会の原点は福島第一原発の大事故にあります。その原発事故の収束の見通しもつかな

いまま、政府は再び原発政策を推進するようになりました。私たちは引き続き原発問題を

注視し、広く一般に問題提起を続けていきます。 
②【原発避難者支援と被曝問題を直視していきます】 
 東京都は福島からの原発避難者の最大の受け入れ地です。政府はその避難者に対し帰還

政策を推し進めています。また原発避難者は福島からのみならず、関東から西へ、国内か

ら海外へと広範に存在します。これら原発避難者への責任は、電力の最大消費地である東

京に住む者として無視することはできません。これら避難者にどのような支援ができるか

を考えていきます。 
 また被曝問題は都民にとっても脅威であり続けています。私たちは被曝問題についても

直視していきます。 
③【都民として都政にかかわっていきます】 
 都政は知事が交代するなか、豊洲市場計画、オリンピック、子供の貧困、都内にも存在

する米軍基地問題を始め、広く都民の生活に影響をもたらす問題が数々存在します。 
 都議会のあり方が問題になるなか、来年には都議会議員選挙を控えています。これらの

観点から、都議会傍聴、都政勉強会、都議会への直接請求、陳情・請願、都政に向けたメ

ッセージ発信を情況に応じて行っていきます。 
 
 



④【来年の都議会議員選挙に何ができるか考えていきます】 
 来年は都議会議員選挙の年です。ここ近年はほぼ２年ごとに都知事が変わるという異常

な事態の中で、改めて都議会のあり方が問題となっています。 
 長期に渡る硬直した都議会と行政の関係、或いは特定の業界との癒着の疑念を抱かせる

深刻な状況であることが、豊洲市場計画問題やオリンピック問題で噴出していると言って

も過言ではないでしょうか。 
 問題の焦点がこのふたつに向きがちですが、前項で述べた通り、都民の生活に関わる問

題は山積しており、今回の都議会議員選挙が特に都民の大きな判断を求められる選挙とな

りました。 
 当会としてはこの選挙に対して何ができるか考え、この選挙について積極的に姿勢を明

らかにし、都民へ情報を発信し、かつ提言するなどしてこの選挙に関わっていく方針です。 
⑤【都政に関わる国政の問題にも発言していきます】 
 首都たる東京の都政は国政と密接に触れあう関係にあると言ってもよいでしょう。 
 政府は解釈改憲による安保法制を成立させました。その中で都警察である警視庁機動隊

が沖縄県に派遣され、基地に反対する市民に強権発動を行っています。 
 目下の国政は大変に右側に振れ、憲法改正を見据えたなか、基本的人権、国民主権、平

和主義という国家の根幹に影響を及ぼすことすら危惧される状況と言えます。 
 そのような国政が都政、都民の生活に関わる問題も起こしえることです。私たちはその

ような問題を直視し、随時、国の方針に対しても意見を取りまとめ、具体的な提言、具体

的な行動に繋げていきます。 
⑥【住民投票運動への支援】 
 我が国でも住民投票運動が各地で起きる傾向にあります。住民投票は間接民主主義を補

完する重要な直接民主主義の手法です。原発問題を始め、私たちの理念と合致する運動に、

当会の持つノウハウの提供を行っていきます。 
⑦【当会の活動基盤の強化を行っていきます】 
 当会は原発都民投票直接請求運動の後継組織としてこの５年間活動を行ってきました。

定期的な勉強会もやっと軌道にのってきましたが、組織はまだ未成熟であり脆弱な面も否

定できません。 
 上記活動方針としてきたことを実現していくためにも、仲間たちとの繋がりを大切にし、

運営委員会のメンバーの拡充を図るなど、運営基盤の一層の強化を図っていきます。 
 
具体的活動:  
① 定期的な勉強会の実施 
② SNS などの活用により情報共有を重要視する 
③ ３１１以降の事象を風化させないなど、随時イベントを実施する 
④ 都議会傍聴などを通じて、議会を市民目線でチェックし、必要に応じて陳情・請願など

の対応を行う 
⑤ 当会の理念に抵触する問題に対して、適時、声明を出すなど機動的に対応を行う 
 


